
 

  

 

基本診療料 
施設基準名称 説 明 

障害者施設等⼊院基本料（10 対 1） 人工呼吸器を装着し、重度の障害や慢性疾患を有する患者さんに対

し、⻑期療養及び医学的管理を⾏う病棟です 

診療録管理体制加算 1 診療情報を適切に管理・活用し、安全で継続的な医療提供に努めて

います。診療記録の管理体制を整備し、適切な情報管理と活用を⾏

ってます 

特殊疾患⼊院施設管理加算 ⻑期的な医療管理が必要な患者さんに対し、安心して療養いただけ

るように、継続的な医療・看護体制を整えています 

療養環境加算 安心して療養できるように病室や共有スペースの環境整備を⾏って

います 

医療安全対策加算 2 医療安全管理者の配置や職員研修、相談窓口の設置などを通じて、

安全な医療提供体制を整備しています 

感染対策向上加算 3 院内感染防止のため、感染対策体制の整備や職員研修、地域医療機

関との連携を⾏っています 

データ提出加算 診療データを適切に管理・活用し、医療の質向上に取り組んでいま

す。提出するデータは厚⽣労働省に提出し医療の質向上に寄与しま

す 

⼊退院支援加算 ⼊院前から退院後までを⾒据え、安心して療養を継続できるよう支

援を⾏っています。医師・看護師・ソ―シャルワーカーなどが連携

し、退院後の⽣活や在宅医療、介護サービスとの調整を⾏っていま

す 

認知症ケア加算 認知症の症状がある患者さんが安心して療養できるように多職種に

よる支援や環境整備を⾏っています 

電⼦的診療情報連携体制整備加算 医療 DX 推進や ICT 連携活用に取り組んでいます。 

1. 医師等が診察室等において、オンライン資格確認等システムによ

り取得した診療情報等を活用した診療  

2. マイナ保険証を促進する等、医療 DX を通じて質の高い医療を提

供 

3. 算定した診療報酬の区分・項目の名称及びその点数又は⾦額を記

載した詳細な明細書を患者さんに無料で交付 

一般名処方加算 後発医薬品の使用促進のため、医薬品を有効成分（一般名）で処方

する場合があります。 

施設基準届出一覧 



「一般名処方」となることで、「先発医薬品」と「後発医薬品（ジェ

ネリック）」のどちらで薬剤を調剤するのか保険薬局にて選んでいた

だくことができます 

外 来 ・ 在 宅 ベ ー ス ア ッ プ 評 価 料

（Ⅰ） 
医療従事者の働く環境を改善し、安心・安全な医療提供体制を維

持、向上につなげる取り組みを⾏っています。 
⼊院ベースアップ評価料（70） 

口腔管理連携加算 口腔内の健康を維持することで、誤嚥性肺炎予防や全身状態の改善

に努めています 

身体的拘束最小化推進体制加算 患者さんの尊厳と安全を守るため、身体的拘束の最小化に努めてい

ます 

特掲基本料 
薬剤管理指導料 薬剤師が服薬状況を確認し、薬の効果や副作用、薬の効果・飲み

方・副作用等について説明・指導を⾏っています 

ＣＴ撮影及びＭＲＩ撮影 CT の画像診断装置を設置し、各種疾患の診断及び治療方針決定の為

画像診断を⾏っております 

無菌製剤処理料 注射薬を安全かつ適切に使用するため、薬剤師が無菌的な環境及び

手順に基づき、注射薬の調製を⾏っています 

呼吸器リハビリテーション料 医師の指示のもと、理学療法⼠が患者さんの状態に応じて、リハビ

リを継続的に実施しています。安全に配慮し、日常⽣活動作の改善

や機能回復を目的として個別性を重視した支援を⾏っています 
運動器リハビリテーション料 

脳血管疾患等リハビリテーション料 

ペースメーカー移植術及びペース 

メーカー交換術 

不整脈等に対する治療として、ペースメーカー移植術及びペースメ

ーカー交換術を安全に⾏う体制を整えています 

人工肛門・人工膀胱造設術前処置 

加算 

人工肛門・人工膀胱を造設される場合、術前から適切な説明やケア

支援を⾏う体制を整えています 

胃瘻造設時嚥下機能評価加算 胃瘻造設をされる場合、必要に応じて、嚥下機能に関する専門的な

評価を⾏い、適切な栄養管理及び治療方針の検討を⾏っています 

⿇酔管理料 ⿇酔医による適切な⿇酔管理体制のもと、安全に配慮した周術期管

理（全身状態管理）を⾏っています 

その他の届出 
酸素の購⼊単価 酸素の購⼊価格の届出に基づく体制を整備しています 

⼊院時⾷事療養／⽣活療養（Ⅰ） 管理栄養⼠によって管理された⾷事を適時・適温で（夕⾷について

は 18 時以降）提供しています。 

 

  


